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FAX 0852-37-2472  E-mail  h.nagano@e-skk.co.jp 

編集後記 
 2ヶ月前は瀕死の状態だった、本社構内のブルーベ

リー。7月下旬頃には、新芽が出て、生き返ったよう
だ。伊達山社員が、肥料をしっかり施し、朝夕の水や

りをかかさなかったそうだ。彼の愛情に応えてくれた

のだ。来年はきっとたくさん結実するにちがいない。

ブルーベリーは健康食品などで、「目によい」とうた

われ、人気が高い。完熟した果実は最高に旨い。来年

のブルーベリー狩りを楽しみにしておこう。   

原稿を公募します本誌の原稿を公募します。800字～1000字程度で、身近な出来事をテーマにしたものを希望
します。随時受け付けます。内容により不採用の場合はお許しください。編集部あて、どんどんお寄せ下さい。薄謝を

差し上げます。 

今月のクイズ 
 解答を下記編集部までお寄せ下さい。応募の方法

は、ファックス、電子メール、ハガキ、営業マンに

渡していただいても結構です。正解者の中から抽選

で1名様に賞品を差し上げます。 今月の賞品は、
二十世紀梨5kgです。締切は8月末です。奮ってご
応募ください。 

                                                              

Q：右の花の写真は、6月 
  下旬に撮ったものです。 

 秋の味覚の一つですが、 

 何でしょうか？    

 
 

 

 先月号の答えは「ギリシャ」でした。抽選の結果 

出雲市久谷様が当選です。おめでとうございます。 

社長が薦める今月の一冊 
 

 一冊でわかる イラストでわかる 
   図 解 日 本 史 

   野島博之監修 成美堂出版編集部発行 

 

 私は縄文、弥生時代から、飛鳥、奈良時代と続く人々

の営みが好きです。弥生時代になり、稲作が始まり、農

耕文化の発達とともに、米の貯蔵が始まり、貧富の差

が、そして階級社会が生まれる。部族間の戦争が始ま

り、小さい集落が大きい集落に併合される。紀元前1世
紀ごろ全国に100以上のクニが誕生する。 
 やがて３世紀後半日本は統一され、ヤマト政権の誕

生。６世紀中頃仏教の伝来。710年奈良時代が始まる。
記載はないが、733年出雲國風土記が編纂された。 
 出雲國風土記によると、すでに我が愛する郷土には、

今の地名はほとんど存在し、人びとの賑わいが本の中

から湧き出てきます。特に私の好きなくだりは、今も存

在する朝酌の促戸渡（せとのわたり・矢田の渡し）です。

ここは交通の要路で、官営の渡しと民営の渡しがあり、

人びとの行きかいと魚の飛びはねる景色が、じつに生

き生きと描写してあります。歴史のおもしろさです。 

                       (山根) 
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新しいことに挑戦する 
 

 第38期『励みの会』が、開催された。第38期の行動指針は
「自分で考え、自分で実行する、そして 失敗をおそれるな」であ

る。お客様のために、そして山陰興業の発展のために、自らが考

えた新しいアイディアや取り組みを力強く発表した。社長に私た 

ちの日々の活動を理解してもらい、社員同士がお互いに刺激しあ

い、喜びや問題点を共有して、さらに山陰興業の発展につなげ 

ていく試みだ。 

 

  ちょっといい話  №10 
 

 7月27日夕方、工場動力源のブレーカーが落
ち、設備がストップするという事態が発生しま

した。今回の防爆仕様の工事を、松江の"今電”

(原設備さんの紹介)という工事業者さんに行っ

てもらいました。 
 今電さんに急な工事でも快く受けていただ

き、昨日の夕方から工場入りし夜遅くまで作業

をして頂いたおかげで、予定より早く作業が終

わり工場を立ち上げることが出来ました。 
 今回急なお願いに対して何とかしてあげたい

という思いが、電話の向こうから伝わり感動を

覚えました。少人数で切り盛りしておられます

が、今回のように小回りがきくところがお客様

に好感をもてると感じました。  
 今回の件で、我が社もお客様の急な要請に対

して、最大何処まで手を尽くすことが出来る

か。対応の結果によっては感動を与えることに

なると思います。 

                  （松下） 
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 ７件の発表のなかの一つを紹介する。 

 

『SANシステム』 
 経費・売り上げ・入金等の情報を正確

に入力することによって、正確な財務体

質が把握でき、会社全体の健全な成長・

発展のための方策をとることができる。 

 恩村社員は、SANシステムの本来の
目的をよく理解しており、その目的を達

成するための具体的な手順を、合理的に

一段階ずつ踏んで、ステップアップして

いる。 

 さらに、SANシステム情報を他部署
（エネルギーサポート事業部KYS部
門、工事部）で活用し、営業活動で展開

されている。 

 例えば、このシステムの活用は福島シ

ニアマネージャーが群を抜いている。お

客様へのきめ細かな提案営業は、実績を

もとに豊かな経験をふまえた営業で、お

客様からも絶大な信頼を頂いている。 

 このように、若い社員の新しい取り組

みで、社内が活性化され、また新しいこ

とに挑戦する風土や勇気も育つ。  会

社の未来を担う若き社員たちの取り組み

に感動を覚える。 

 日々挑戦である。     (長野) 

 
＊SANシステムとは、山陰興業(株)社内総合情
報管理システムです。 

蔵書新着状況 

・唐川びとへ   白谷達也･写真 古澤陽子･文 ラトルズ 

・神々の国の首都  小泉八雲著  平川祐弘編   講談社 

・化学工学便覧                  丸善 

・なぜ？1万円の羽毛布団は400万円で売れたのか？ 
                 佐藤昌弘  アスコム 

・サマンサ魔女の笑顔が会社を伸ばす  

                 井上邦彦 生産性出版 

・RAILWAYS              小林弘利      小学館 
・図解日本史        野島博之    成美堂出版 

・入団への道 ～夢をつかむまでの軌跡～ 

             Pure-season  松尾様から寄贈 

エコス通信･･･お客様と私たちのコミュニケーション誌 

SANシステムを発表

した恩村社員 

A計画を発表した

大國ﾘｰﾀﾞｰ 

ドリームカー導入を

発表した岡田社員 

22年工場改修計画を

発表した木村ﾘｰﾀﾞｰ 

顧客管理システムを

発表した榎並社員 

エコス通信の感動宣言

を発表した長野課長 

11ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを発

表した福間課長 



 
一斉清掃の実施 
 生垣の剪定が行われた。ヘッジトリ

マーが重く、すぐに腕が痛くなり、使

い続けるには至難の業だ。しかし、大國社

員をリーダーに、福間課長、藤原社員、勝

部社員の連携プレーで短時間のうちにきれ

いに刈り上げられた。ヘッジトリマーで刈

る人、刈った枝類を集める人、枝類を軽ト

ラックの荷台に乗せる人、軽トラックを運

転する人、その連携はすばらしく、自然と

それぞれが自分の仕事として全うしてい

た。息の合った動きで、誰一人として無駄

な動きが無かったのだ。刈り上げ後は、道

路から構内が見渡せるようになった。 

 いつで

もきれい

な山陰興

業になる

ようにし

ていきた

い。 

   (長野)            

   巡視船「いわみ」の体験航海 
 

  浜田港周辺は、美しい海岸線が広がって

おり、サーフィンなどのマリンスポーツや釣

りが盛んで、地元はもとより山陽方面からも

たくさんの観光客が訪れています。 
この美しい海を守りながら海難救助、不審

船の領海侵犯、密輸、密漁、廃棄物の不法投

棄等、私たちの生活にむすびつくような安全

をも守ってくれるのが、海上保安庁の仕事で

す。「海の月間」行事として体験航海に参加

させていただきました。 
 ヘリコプターによる海難救助のデモンスト

レーションでは、ヘリコプターから救助隊員

が船におりてくるのですが、その動作の機敏

さ、降下位置の正確さにはびっくりしまし

た。巡視船「やなかぜ」によるカラー放水、

水上タクシーなど普段見ることができないデ

モンストレーションも体験しました。 
 島根県は美しい日本海に面しています。私

たちの努力でこの美しく安全な海を後世に残

していかなけ

ればならない

と感じます。 

   （桑本） 

『ちっちゃいけど世界一誇りに 

   したい会社』を読んで 
 

 自分が我社への入社のいきさつは、次の

ようです。当時、廃油は処理に困り、やっ

かい物として扱われていたが、それを再生

し、地元の企業に安価で使用して頂く。 

 我が社は、廃油の排出者側と使用者側と

のかけ橋の役割をしており、お客様のため

に尽くす“奉仕の精神”に魅力を感じ入社

した。 

 当時、回収に廻っていた時も、お客様か

ら「本当に助かります。」という声掛けを

よく聞いたものです。 

 三十数年、今日まで継続しているのも社

員一人一人が“奉仕の精神”を守り続けて

いるからこそ成り立っていると思います。 

 今後も、おごることなく､お客様から喜ん

で頂けるにはどうしたらいいかを､絶えず念

頭において行動したいものです。  (福島) 

お客様訪問 
 

環境開発工業株式会社  様 
    
 〒061-1111 
 北海道北広島市北の里41番地 
       TEL  011-373-2728 
       FAX  011-373-2499 
        http://www.kklp.co.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

NPO法人「L and P」設立 
民間企業として初めて、福祉のNPO法人を
設立され、企業と福祉が融合できる環境づく

りを行い､企業として社会貢献を行っている。 

 これは、以前より障がい者雇用に積極的で

あり、行政等の評価がよく、いっそ福祉を取

り込んだら･･･ということで2010年7月22日に
認可がおりた。それまでの実績が大いに評価

されての法人設立なのだ。 

 

 「就労継続支援Ａ型〈雇用型〉の認可を受

けることにより、より多くの障がい者を迎え

いれることが可能となる。「就労継続支援A型
〈雇用型〉を取得するため、NPO法人を申
請。「L and P」として、認可されたのだ。
「環境（リサイクル事業）と福祉（障がい者

の自立）の融合」として、新たな取り組みを

展開することとなる。これは、企業と福祉の関

係が継続しつつ、発展を意味するものだ。環境

開発工業(株)は、2006年4月より、知的障がいを
もつスタッフを迎え入れており、リサイクル事

業の中核となっている。 

 

OA機器のリサイクル処理 
 すべて手作業での解体、分別。それには、人

材が必要になる。その人材を障がい者に求め、

仕事によって障がい者の自立を支援する。利用

者は赤いユニフォーム、紺色のユニフォームは

福祉施設職員。就労当初は、福祉施設職員が、

利用者に仕事を指導する。(下記写真参照） 

オイルエレメントリサイクル 

 ２年前から、 

5名の利用者が作
業を担当して

いる。そのな

か で、T く ん
は、社員とな

り品質管理・

機械のメンテ

ナンスまでこ

なし、みんなのまとめ役をも担っている。さ

らに、今まで事故を起こしたことは一度もな

いのである。 

 また皆さん、挨拶がとてもよいのである。 

 

廃食油の回収→バイオ再生油へ 

 社会福祉法人朔風の段ボール、古新聞等の

回収ルートで一緒に回収している。社会復帰

センター(作業所)に回収された廃食油は、利

用者がドラム缶に移すのだ。それを環境開発

工業(株)が引き取りに来る流れだ。廃食油が
入っていたペットボトル等の容器は、RPFの原
料となる。CO2削減という産業界のニーズに応
えて、廃食油を加えたバイオ再生重油の開発に

成功しているそうだ。 

 

 このたびの訪問で、環境（リサイクル事業）

と福祉（障がい者の自立）についてたくさん学

ばさせていただいた。このような福祉とのかか

わりは、社会貢献のパフォーマンスに終わらせ

てはならない。環境開発工業(株)は実績を積み上
げられ、福祉のNPO法人を設立した。その先進
的なものの考え方、前例のないことをやり遂げ

る勇気に拍手をおくりたい。     (長野)               
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事業内容 

「埋めない、焼かない」を目標に、リサイクル率向上と環境

と福祉の融合を目指して活動しています。 

・廃油収集運搬及び処分・再生重油販売事業 

・産業廃棄物収集運搬及び処分業 

・RPF製造事業 

・オイルエレメントリサイクル事業 

・LINK-PRO開発事業 

・E.D.I事業 

 ＊文中での表記：利用者と障がい者を同等の意味で使っています。 

  利用者とは、福祉施設の利用者をいう。 

左より、L and Pの渡井様。環境開発工業(株)山田社長

様、長谷川会長様、高田シニアマネージャー様。 
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 社員への手紙（今月の行動指針）                            平成22年8月 
 

    

   「鳥の目」と「虫の目」の二つの目で仕事をこなす 
     ・周りからお客さまから素晴らしいといわれる社員と会社になる・           

 ７月２７日１９：２０、工場でトラブルが発生し、

操業が中断しました。現場の復旧、安全確認を実行し、

２９日１１：３０操業再開しました。 

 おかげさまでお客さまへの商品の供給は継続でき、

ご迷惑をかけることはなかった。ただ一つ、社員が暑

い中、お客さま先から収集してくれた原料は、残念な

がら自社工場で製品化されるのではなく、緊急に協力

業者へ搬入せざるを得なかった。 

 このような緊急事態が発生した時には、まず直ちに

操業を停止し、周囲に対して、自分達に対して安全で

あるかの確認をする。そして原因の追及をして、操業

再開に力を集中させ、安全とお客さまにご迷惑をかけ

ないかを第一に考え、関係者全員で力を合わせ対処し

てください。 

 しかし実際には、一度に集中して、思いもかけない

ようなことが数多く発生します。今自分は何をすべき

か。同僚には何をしてもらうか。誰に連絡したらいい

か。次は何をしたらいいのか。混乱して全体が見えな

くなり、結果被害が大きくなることも考えられます。 

 こんな時こそ、広い視野を持つ「鳥の目」と、近く

を正確に見る「虫の目」が必要です。まず「鳥の目」

で、仕事の全体像を一段高いところから見渡し、いま

自分の作業が全体のどの辺に位置しているかを確認

する。あるいは組織全体の中に占める自分の仕事の意

味や役割をはっきりさせる。 

 そして同時に「虫の目」で目の前の仕事を細かく分

類し、毎日の作業や現場で培った現場感覚を大切にし

て、５Ｗ１Ｈで段取りし、一つ一つ優先順位に従って

こなしていく。 

 このように「虫の目」で、目の前の作業を正確にこ

なしながら、同時に「鳥の目」で、全体の見取り図を

注意深く見ることを忘れない。日常の仕事をしなが

ら、夢中になって全体を見失い、間違った方向へ行く

ことを経験しませんか？いつも「鳥の目」と「虫の目」

の二つの目で仕事をこなして下さい。 

社長 山根久志 

【安原】 

事業発展計画書で全体の達成

度を確認し、各プロジェクト

に参加して、問題はないか確

認する。 

【松下】 

「鳥の目」でみる習慣を身に

つけるためにも、行動を起こ

す前に、一旦、状況を整理す

る気持ちをもつ。 

【岸本】 

「鳥の目」と「虫の目」両方

の目で見るようにする。 

【福間】 

特殊作業時には、工程表をも

とに工程管理をし、全体の日

程を考え、一日一日を安全に

工程通り作業を進める。 

【福島】 

目標達成に向け、日々段取り

こなしていく。 

【吾郷】 

広い視野を持ち、全体を考え

て作業をします。 

【大國】 

お客様の目線で仕事を考え行

動する。 

【榎並】 

やるべき仕事が優先順位で行

えているか確認をしながら仕

事を進めます。 

【山口】 

私はまず「虫の目」を養うた

めに毎日の作業を一つ一つこ

なします。 

【岡田】 

全体を見る目と細部を見る目

を育てます。 

【高橋】 

私はISO14001の規格を山陰興
業に合った手順、基準に整え

ていきます。 

【木村】 

23年3月には改修工場を作る。 
【松本】 

もう一度まわりを見渡せる余

裕を持ちます。 

【長谷川】 

初心にかえり、今一度自分の

仕事をみつめ返します。 

【植尾】 

ほう・れん・そう の徹底。 

【伊達山】 

自分の仕事を俯瞰で見る。 

【恩村】 

優先順位にそって、正確な

データ管理をします。 

【藤原】 

自分が仕事をしている時、仕

事途中になにか問題が起きな

いよう、鳥の目と虫の目を意

識しながら仕事をします。 

【石田】 

「虫の目」「鳥の目」を常に

意識し、仕事に対し全体を見

ながら正確に行動していく。 

【足立】 

社内の予定､動きを把握しなが

ら、自分自身のやるべきこと

を見つけ、確実にこなす努力

をします。 

【中村】 

常に勉強の気持ちを持ち続け

改善に努めます。 

【清水】 

何事も冷静に広い視線で対処

していきます。 

【長野】 

常に全体を見渡せる心の余裕

をもつ。 

       (一部社員抜粋) 

 私はこう考え、こう実行します 



ISO研修を受講して 
 

ハイレベルで濃厚な五日間でした。初日

は、各地から集まってこられた研修生の

皆さんのこの研修に参加する動機をお互いに紹

介するところから始まりました。 

 ISO審査員になるため、環境推進事務局から
環境管理責任者へ担当が替わって新たに受審す

るために必要になった、品質と環境を兼務する

のに必要になったなど高い目標に向かって臨ま

れる方々でした。 

 限られた時間のなかで多くのことを吸収する

ことの大変さを痛感すると共に、高い意識で受

講されるグループの中での研修の毎日は私に

とって大変貴重な体験でした。 

 今回の研修で学んだことを、今期の事業発展

計画に沿ったISO活動計画を作っていくことに
生かしたいと考えます。まずは更新審査に通る

ことが目前の課題です。 

                     (高橋) 

今月の工場改善･･･安全操業のために 

  
配管の中身と流れの方向を見える化しま

した。配管が複数あり、見やすい箇所にシー

ルを貼って表示しました。緊急事態が発生し

たときは、内容物がわかるので、最適な対処

法で即座に対応することができるのです。       

                (伊達山) 

                  

    全国経営者セミナーに参加して 
 

    講演を拝聴して      報告者：安原 
 

 大手企業が進出しない小さな市場を徹底して

狙い、市場占有率を上げて利益を確保すること

が、中小企業が生き残る唯一の道であることを

聞きました。 

 当社に置き換えれば、山陰という小さな市場

の中でダントツのナンバーワンになることであ

り、ライバルが入ってきても、お客さまから

「山陰興業以外には頼まない」と言って頂ける

までに、お客さまが本当に必要とされるサービ

スを徹底して磨き、環境の変化とお客さまの要

望に合った商品、サービスに進化させなければ

なりません。 

 今、廃油収集チームで取り組んでいる11プロ

ジェクトが、まさに他社との差別化を徹底して

実行し、お客さまから優先的に選んで頂くため

の仕組みづくりです。 

 30数年を掛けて築いたお客さまとの信頼関係

をより強固なものにするために、チーム一丸と

なってこのプロジェクトを成功させます。 

 

 

 

 

 

 

 「完成品を売って販路を広げる」 
                        （牟田理事長講演） 

                    報告者：松下 

 

 我が社に落としこんでみると、次の２つが考え

られる。 

1.廃油以外の廃棄物全般を取り扱う。 
環境面から考えて破砕、粉砕、圧縮等の中間

処理施設を設け、対象となる廃棄物の収集範囲

を広げることで事業の収益増に繋がると思う。 

 

2.地域への再生油の販売先を探る。 
廃油の発生量は今後減少していくが、地域に

特化すれば、十分対応できる収集量は確保でき

ると思う。 

中央に牟田理事長、安原常務(左側)と

松下部長 
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